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はじめにはじめにはじめにはじめに

代表取締役副社長 嘉戸廣之



本日の決算説明会でお伝えしたいこと

• 売 上 高 6,405億円(前期比 6.5%増)

• 350億円(利益率 5.5% / 前期比 7.2%増)

• 361億円(利益率 5 6% / 前期比 7 6%減)

営 業 利 益

経 常 利 益 361億円(利益率 5.6% / 前期比 7.6%減)

• 当期純利益 215億円(利益率 3.4% / 前期比 9.6%減)

• Ｅ Ｐ Ｓ 88.90円

Ｒ Ｏ Ｅ 8 3% (前期 9 9%)

16.3期実績
経常 利 益

※

• Ｒ Ｏ Ｅ 8.3% (前期 9.9%)

• 為替レート 120.2円/US$

• 売 上 高 6 210億円(前期比 3 0%減)売 上 高 6,210億円(前期比 3.0%減)

• 営業利益 330億円(利益率 5.3% / 前期比 5.8%減)

• 経常利益 340億円(利益率 5.5% / 前期比 5.8%減)

当期純利益 220億円(利益率 3 5% / 前期比 1 9%増)17 3期業績予想

営業 利 益

経 常 利 益
※• 当期純利益 220億円(利益率 3.5% / 前期比 1.9%増)

• Ｅ Ｐ Ｓ 90.58円

• Ｒ Ｏ Ｅ 8.4%

為替 / $

17.3期業績予想

3

• 為替レート 105.0円/US$

※親会社株主に帰属する当期純利益



業績推移

営業利益売上高 経常利益
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16.3期実績につきまして

（単位：億円）（単位 億円）

15.3期 16.3期

当初計 修 計実績 実績 当初計画
（15.5.12時点）

修正計画
（15.11.9時点）前期比 当初計画比 修正計画比

売上高 6 014 6 405 6 5% △1 5% △0 4% 6 500 6 430売上高 6,014 6,405 6.5% △1.5% △0.4% 6,500 6,430

営業利益 327 350 7.2% △7.8% △2.7% 380 360

経常利益 390 361 △7.6% △9.7% △5.0% 400 380

当期純利益 238 215 △9 6% △17 0% △10 0% 260 240
※

当期純利益 238 215 △9.6% △17.0% △10.0% 260 240

ＥＰＳ
98.29 88.90 － － － 107.04 98.81

(単位：円)

為替レート
ＵＳ＄ 110.0 120.2 － － － 115.0 120.1

※親会社株主に帰属する当期純利益

5555

※親会社株 帰属する当期純利益



17.3期業績予想

（単位：億円）

16.3期 17.3期

前期比

実績 計画実績 計画

売上高 6,405 6,210 △3.0%, ,

営業利益 350 330 △5.8%

経常利益 361 340 △5.8%

当期純利益 215 220 1 9%※当期純利益 215 220 1.9%

ＥＰＳ
88.90 90.58 －

(単位：円)

※

(単位：円)

為替レート
ＵＳ＄ 120.2 105.0 －

6666

※親会社株主に帰属する当期純利益



当期の配当につきまして

１株当たり配当額 １株当たり当期純利益
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07.3期 09.3期 11.3期 13.3期 15.3期 17.3期

(予想)
07.3期 09.3期 11.3期 13.3期 15.3期 17.3期

(予想)

第2四半期末 期末 合計 配当性向

16.3期 11.0円 11.0円 22.0円 24.7%

777

17.3期(予想) 11.0円 11.0円 22.0円 24.3%



16.3期決算概要について16.3期決算概要について

経理部長 池尻 修



16.3期実績①
セグメント別の売上高・営業利益の状況

自動車関連事業は、シート事業を中心にグローバルで売上が拡大した。

精密部品事業のうちＨＤＤ関連事業は ＨＤＤ台数の減少や価格協力の影響があるものの

自動車関連事業は、シート事業を中心にグローバルで売上が拡大した。

精密部品事業のうちＨＤＤ関連事業は ＨＤＤ台数の減少や価格協力の影響があるものの精密部品事業のうちＨＤＤ関連事業は、ＨＤＤ台数の減少や価格協力の影響があるものの、

為替効果により営業利益を押し上げた。

精密部品事業のうちＨＤＤ関連事業は、ＨＤＤ台数の減少や価格協力の影響があるものの、

為替効果により営業利益を押し上げた。

15.3期
実績

16.3期
実績

16.3期
当初計画
( 時点)

16.3期
修正計画
( 時点)

前期比
当初
計画比

修正
計画比

(単位：億円)

実績 実績
(15.5.12時点) (15.11.9時点)

計画比 計画比

懸架ばね

売上高 1,217 1,245 1,291 1,271 2.3% △3.6% △2.0%
営業利益 87 120 118 119 37.4% 2.2% 1.4%
率 7 2% 9 7% 9 1% 9 4%率 7.2% 9.7% 9.1% 9.4% - - -

シート

売上高 2,662 2,960 2,916 2,930 11.2% 1.5% 1.0%
営業利益 110 98 120 105 △11.2% △18.5% △6.4%
率 4 2% 3 3% 4 1% 3 6% - - -率 4.2% 3.3% 4.1% 3.6%

精密部品

売上高 1,370 1,429 1,464 1,430 4.3% △2.4% △0.0%
営業利益 87 100 98 95 15.7% 2.0% 6.0%
率 6.4% 7.0% 6.7% 6.6% - - -

産業機器
ほか

売上高 763 770 829 799 0.8% △7.1% △3.6%
営業利益 41 30 42 41 △25.7% △27.9% △24.9%
率 5.4% 4.0% 5.2% 5.1% - - -

売上高 6 014 6 405 6 500 6 430 6 5% △1 5% △0 4%

999

合計

売上高 6,014 6,405 6,500 6,430 6.5% △1.5% △0.4%
営業利益 327 350 380 360 7.2% △7.8% △2.7%
率 5.4% 5.5% 5.8% 5.6% - - -



16.3期実績②
地域別の売上高・営業利益の状況

日 本 ：シート事業を中心に売上が拡大したものの、受注車種構成の変化や固定費増から、

営業利益は前期、計画に対して未達となった。

アジア 中国の自動車関連事業 精密部品事業ともに好調に推移したことで

日 本 ：シート事業を中心に売上が拡大したものの、受注車種構成の変化や固定費増から、

営業利益は前期、計画に対して未達となった。

アジア 中国の自動車関連事業 精密部品事業ともに好調に推移したことでアジア ：中国の自動車関連事業、精密部品事業ともに好調に推移したことで、

期初の計画には及ばなかったものの、前期、修正計画を上回る実績となった。

北米ほか：北米子会社が通常の生産体制に復帰したことで、大幅な収支改善となった。

アジア ：中国の自動車関連事業、精密部品事業ともに好調に推移したことで、

期初の計画には及ばなかったものの、前期、修正計画を上回る実績となった。

北米ほか：北米子会社が通常の生産体制に復帰したことで、大幅な収支改善となった。

15.3期
実績

16.3期
実績

16.3期
当初計画
(15 5 12時点)

16.3期
修正計画
(15 11 9時点)

前期比
当初
計画比

修正
計画比

(単位：億円)

実績 実績
(15.5.12時点) (15.11.9時点)

計画比 計画比

日本

売上高 3,551 3,598 3,710 3,641 1.3% △3.0% △1.2%

営業利益 250 216 227 229 △13.6% △4.6% △5.5%

率 7.1% 6.0% 6.1% 6.3% - - -

アジア

売上高 1,487 1,674 1,735 1,651 12.6% △3.5% 1.4%

営業利益 98 101 126 99 3 1% △19 5% 2 5%アジア 営業利益 98 101 126 99 3.1% △19.5% 2.5%

率 6.6% 6.1% 7.3% 6.0% - - -

北米ほか

売上高 974 1,131 1,055 1,138 16.1% 7.3% △0.5%

営業利益 △22 32 27 32 20 2% 1 4%北米ほか 営業利益 △22 32 27 32 - 20.2% 1.4%

率 △2.3% 2.9% 2.6% 2.8% - - -

売上高 6,014 6,405 6,500 6,430 6.5% △1.5% △0.4%

101010

合計 営業利益 327 350 380 360 7.2% △7.8% △2.7%

率 5.4% 5.5% 5.8% 5.6% - - -



16.3期実績③
営業利益の変動要因分析
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16.3期実績④
セグメント別分析① 懸架ばね

2001 400

(億円) (億円) (単位：億円)

160
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1,200

1,400

15.3期 16.3期 16.3期 16.3期

前期比
修正
計画比実績 実績 当初計画

(15 5 12時点)

修正計画
(15 11 9時点)
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(15.5.12時点) (15.11.9時点)

1,217 1,245 1,291 1,271 2.3% △2.0%売 上 高

80
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, , , ,

40
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87 120 118 119 37.4% 1.4%営 業 利 益

00

200

15 3実 16 3修 16 3実

営業利益率 7.2% 9.7% 9.1% 9.4% - -

期 為替 響 売 億 営業 益 億15.3実 16.3修 16.3実

売上 営業利益（右軸）

▽対前期実績：北米子会社が通常の生産体制に復帰したことで、営業利益は大幅増益となった。▽対前期実績：北米子会社が通常の生産体制に復帰したことで、営業利益は大幅増益となった。

※16.3期 為替影響：売上61億円、営業利益6億円

121212

▽対前期実績：北米子会社が通常の生産体制に復帰したことで、営業利益は大幅増益となった。
▽対修正計画：売上、営業利益とも概ね想定通りでの着地となった。
▽対前期実績：北米子会社が通常の生産体制に復帰したことで、営業利益は大幅増益となった。
▽対修正計画：売上、営業利益とも概ね想定通りでの着地となった。



16.3期実績⑤
セグメント別分析② シート

2003 000

(単位：億円)(億円) (億円)

160
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15.3期 16.3期 16.3期 16.3期

前期比
修正
計画比実績 実績 当初計画

(15 5 12時点)

修正計画
(15 11 9時点)

120

160

2,000

(15.5.12時点) (15.11.9時点)

2,662 2,960 2,916 2,930 11.2% 1.0%売 上 高

80

1,500

, , , ,

40
500

1,000 110 98 120 105 △11.2% △6.4%営 業 利 益

00

500

15 3実 16 3修 16 3実

営業利益率 4.2% 3.3% 4.1% 3.6% - -

期 為替 響 売 億 営業 益 億15.3実 16.3修 16.3実

売上 営業利益（右軸）

▽対前期実績：北米、中国が好調に推移したものの、国内は新規立上費用の増、タイの下振れから
増収減益とな た

▽対前期実績：北米、中国が好調に推移したものの、国内は新規立上費用の増、タイの下振れから
増収減益とな た

※16.3期 為替影響：売上127億円、営業利益△2億円

131313

増収減益となった。
▽対修正計画：売上は想定通りとなったものの固定費増から計画未達となった。

増収減益となった。
▽対修正計画：売上は想定通りとなったものの固定費増から計画未達となった。



16.3期実績⑥
セグメント別分析③ 精密部品
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(15 11 9時点)
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0

20

0

200
営業利益率 6.4% 7.0% 6.7% 6.6% - -

期 為替 響 売 億 営業 益 億15.3実 16.3修 16.3実

売上 営業利益（右軸）

▽対前期実績：自動車関連は堅調に推移、ＨＤＤ関連は、タイが下振れとなったものの、中国は好調、
内は数量減を為替効果 押 上げ 増収増益とな た

▽対前期実績：自動車関連は堅調に推移、ＨＤＤ関連は、タイが下振れとなったものの、中国は好調、
内は数量減を為替効果 押 上げ 増収増益とな た

※16.3期 為替影響：売上88億円、営業利益24億円

141414

国内は数量減を為替効果で押し上げ、増収増益となった。
▽対修正計画：売上、営業利益とも概ね想定通りでの着地となった。

国内は数量減を為替効果で押し上げ、増収増益となった。
▽対修正計画：売上、営業利益とも概ね想定通りでの着地となった。



16.3期実績⑦
セグメント別分析④ 産業機器ほか

(単位：億円)(億円) (億円)
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(15 11 9時点)
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763 770 829 799 0.8% △3.6%売 上 高
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300 41 30 42 41 △25.7% △24.9%営 業 利 益

00

100

15 3実 16 3修 16 3実

営業利益率 5.4% 4.0% 5.2% 5.1% - -

期 為替 響 売 億 営業 益 億15.3実 16.3修 16.3実

売上 営業利益（右軸）

▽対前期実績：売上は前期並みとなったものの 一部事業での費用増加から営業利益減となった。▽対前期実績：売上は前期並みとなったものの 一部事業での費用増加から営業利益減となった。

※16.3期 為替影響：売上4億円、営業利益3億円

151515

▽対前期実績：売上は前期並みとなったものの、 部事業での費用増加から営業利益減となった。
▽対修正計画：受注減および一部事業での費用増加から、減収減益となった。
▽対前期実績：売上は前期並みとなったものの、 部事業での費用増加から営業利益減となった。
▽対修正計画：受注減および一部事業での費用増加から、減収減益となった。



16.3期実績⑧
資産の状況

(単位：億円)

12.3期 13.3期 14.3期 15.3期 16.3期

実績 実績 実績 実績 実績 増減

(単位：億円)

実績 実績 実績 実績 実績 増減

3,936 4,250 4,649 5,298 5,098 △200総 資 産

1,549 1,900 2,182 2,626 2,572 △54自 己 資 本

39.3% 44.7% 46.9% 49.6% 50.5% 0.9%自 己 資 本 比 率

592 571 622 837 725 △111現 預 金

710 719 610 645 573 △71

ネットキャッシュ △117 △148 12 191 152 △39

有 利 子 負 債

ネットキャッシュ △117 △148 12 191 152 △39

16



16.3期実績⑨
ＢＳの状況

16.3期 バランスシート バランスシート推移 (12.3期～16.3期)

(単 億 )

2 501
2,886 2,768

725

1 744
当座資産

流動負債

(単位：億円) (単位：億円)

現預金

1 807 2,031 2,147 2,412 2,329

2,129
2,219

2,501
2,059

1,744

281

291

固定負債

流動資産

固定資産

有利子負債

573
1,807 2,031

12.3 13.3 14.3 15.3 16.3275

432 655棚卸資産

その他流動資産

固定負債 固定資産

(単位：億円)

682
706 6551,637

1,600
1,666

1,843 1,744
1,499 2,698

1,964固定資産
純資産

流動負債

利益剰余金

1,667 1,997 2,300 2,748 2,698
632

652
682

655

830

投資その他
固定負債

純資産

12.3 13.3 14.3 15.3 16.3

資 産：現金及び預金や投資有価証券の減少等により、前期末に比べ200億円の減少。

負 債：社債の償還や営業債務の減少等により 前期末に比べ150億円の減少

資 産：現金及び預金や投資有価証券の減少等により、前期末に比べ200億円の減少。

負 債：社債の償還や営業債務の減少等により 前期末に比べ150億円の減少

17

負 債：社債の償還や営業債務の減少等により、前期末に比べ150億円の減少。

純資産：株主資本は増加したものの、その他の包括利益累計額が減少したことにより、

前期末に比べ50億円の減少。

負 債：社債の償還や営業債務の減少等により、前期末に比べ150億円の減少。

純資産：株主資本は増加したものの、その他の包括利益累計額が減少したことにより、

前期末に比べ50億円の減少。



16.3期実績⑩
ＣＦの状況

キャッシュフロー推移(12.3期～16.3期)

500

(億円)
営業ＣＦ 投資ＣＦ フリーＣＦ 財務ＣＦ

437 448 426

400

500

260
292

158

204
200

300

12 3 13 3 14 3 15 3 16 3

93

0

75

0

100

12.3 13.3 14.3 15.3 16.3

12.3 13.3 14.3 15.3 16.3

-10

-103

-52

-136

-100

0
12.3 13.3 14.3 15.3 16.3

12.3 13.3 14.3 15.3 16.3

-271
-291 -279

-162

-244

136

-300

-200

-351
-400
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17.3期業績予想について17.3期業績予想について

経営企画部長 青栁 俊之



17.3期業績予想①
業績予想の前提条件(自動車生産台数、HDD台数)

日本 北米 中国 タイ

5,000 その他 日系30,000 その他 日系20,000 その他 日系
15,000

輸出 国内向け

＋1%増＋4%増+4%増 ＋3%増
(千台) (千台) (千台) (千台)

20,000

25,000
15,000

10,000

14,700 15,100 24,000 25,000

9,6009,200

1 700 1 700

250 260

20,400
21,100

5 000

10,000

15,0009,800 10,000

5,000

10,000

4 800

4,700 4,800

5,000

1,950 1,960

1,700 1,700

0

16.3期 17.3期

3,600 3,900
0

5,000

16.3期 17.3期

4,900 5,100

0

16.3期 17.3期

4,500 4,800

0

16.3期 17.3期

500

600

HDD台数(全世界)

• 日本国内は乗用車が堅調、国内回帰により輸出も増加を見込む。北
米 中国は減速しつつも自動車生産台数は引き続き増加 タイは国

• 日本国内は乗用車が堅調、国内回帰により輸出も増加を見込む。北
米 中国は減速しつつも自動車生産台数は引き続き増加 タイは国

（百万台）

△6%減

469 439200

300

400 米、中国は減速しつつも自動車生産台数は引き続き増加、タイは国
内の不振を輸出でカバーするも伸び悩む。

• ＨＤＤ生産台数は、スマートフォン、タブレット普及によるＰＣ離れと、特
にモバイルPCでのSSD(ｿﾘｯﾄﾞｽﾃｰﾄﾄﾞﾗｲﾌﾞ)採用増加により、減少傾向が

米、中国は減速しつつも自動車生産台数は引き続き増加、タイは国
内の不振を輸出でカバーするも伸び悩む。

• ＨＤＤ生産台数は、スマートフォン、タブレット普及によるＰＣ離れと、特
にモバイルPCでのSSD(ｿﾘｯﾄﾞｽﾃｰﾄﾄﾞﾗｲﾌﾞ)採用増加により、減少傾向が

0

100

2015年 2016年 202020

ﾘ ﾗ 採 増 、減少傾
継続する見通し。

ﾘ ﾗ 採 増 、減少傾
継続する見通し。



17.3期業績予想②
2017年3月期 通期計画

（単位：億円）

16.3期 17.3期
前期比

実績 計画

売上高 6,405 6,210 △3.0%

営業利益 350 330 △5 8%営業利益 350 330 △5.8%

経常利益 361 340 △5.8%

当期純利益 215 220 1.9%

1株当たり当期純利益

※

1株当たり当期純利益
(EPS 単位円） 88.90 90.58 －

為替レート US$ 120 2 105 0 －為替レート US$ 120.2 105.0 －

為替レート THB 3.53 3.15 －

21212121

※親会社株主に帰属する当期純利益



17.3期業績予想③
営業利益の変動要因分析

急速な円高進行が減益の一因。

合理化で為替影響・売価ダウンを吸収しつつ、競争力強化、新規受注に向けた研究開発、

急速な円高進行が減益の一因。

合理化で為替影響・売価ダウンを吸収しつつ、競争力強化、新規受注に向けた研究開発、

17.3計画

設備投資は継続する。設備投資は継続する。

（億円）

売上増
+5

（億円）

増減要因

前期

（億円）

価格協力
-33

合理化
+73

固定費
-6 ﾍﾞｱ等

-19

増減

売上増 +5
シート・産業機器ほかなど、
国内売上の増

350

為替
-40

国 売 増

価格協力 -33 各事業の価格協力

350 
330 為替 -40 急速な円高進行

合理化 +73 変動費、固定費の合理化

固定費増 -6
研究開発費、償却費の増
加

ﾍﾞｱ等 -19
新興国での人件費UP、日本

16.3期実績 17.3期計画

22222222

ﾍ ｱ等 19
もﾍﾞｱ影響あり



17.3期業績予想④
セグメント別の売上高の状況

円高の進行により、17.3期 売上予想には、懸架ばね△84億、シート△198億、精密部品△113億、産業機器
ほか△3億、トータルで△400億の為替影響を含んでいる。この影響を除外すると約200億の対前期比売上増
円高の進行により、17.3期 売上予想には、懸架ばね△84億、シート△198億、精密部品△113億、産業機器
ほか△3億、トータルで△400億の為替影響を含んでいる。この影響を除外すると約200億の対前期比売上増
の見込み。の見込み。

（単位：億円）

16 3期 17 3期 差異16.3期 17.3期 差異

懸架ばね

売上高 1,245 1,170 △75
為替影響 △84 △84
為替影響除き 1,245 1,254 9

シート

売上高 2,960 2,910 △50
為替影響 △198 △198シ ト 為替影響 △198 △198
為替影響除き 2,960 3,108 147

精密部品

売上高 1,429 1,330 △99
為替影響 △113 △113精密部品 為替影響 △113 △113
為替影響除き 1,429 1,443 14

産業機器
売上高 770 800 29

産業機器
ほか

為替影響 △3 △3
為替影響除き 770 803 33
売上高 6,405 6,210 △195

232323

合計
, ,

為替影響 △400 △400
為替影響除き 6,405 6,610 204



17.3期業績予想⑤
セグメント別の売上高・営業利益の状況

自動車関連は、日本では乗用車の生産増、タイの復調、米国・中国も堅調な需要があり、為替影響を除外すれば前
期比増収見通し シートは受注車種の数量増や16 3期立上げ車種の初期費用負担の減により増益見通し
自動車関連は、日本では乗用車の生産増、タイの復調、米国・中国も堅調な需要があり、為替影響を除外すれば前
期比増収見通し シートは受注車種の数量増や16 3期立上げ車種の初期費用負担の減により増益見通し期比増収見通し。シ トは受注車種の数量増や16.3期立上げ車種の初期費用負担の減により増益見通し。
情報通信関連では、精密部品が為替影響やHDDの生産台数減により減収減益の見込み。

期比増収見通し。シ トは受注車種の数量増や16.3期立上げ車種の初期費用負担の減により増益見通し。
情報通信関連では、精密部品が為替影響やHDDの生産台数減により減収減益の見込み。

（単位：億円）（単位：億円）

16.3期 17.3期計画
対前期比

実績 上期予想 下期予想 通期予想
売上高 1,245 580 590 1,170 △6.0%

懸架ばね
売上高 1,245 580 590 1,170 6.0%

営業利益 120 46 52 98 △18.8%

率 9.7% 7.9% 8.8% 8.4% －

売上高 2,960 1,410 1,500 2,910 △1.7%

シート
売上高 2,960 1,410 1,500 2,910 %

営業利益 98 57 80 137 39.5%

率 3.3% 4.0% 5.3% 4.7% －

売上高 1,429 630 700 1,330 △7.0%

精密部品
売上高 1,429 630 700 1,330 %

営業利益 100 20 33 53 △47.4%

率 7.0% 3.2% 4.7% 4.0% －

産業機器
売上高 770 380 420 800 3.9%

産業機器
ほか

売上高 %

営業利益 30 17 25 42 36.4%

率 4.0% 4.5% 6.0% 5.3% －

売上高 6,405 3,000 3,210 6,210 △3.0%

242424

合計
売 高 , , , ,
営業利益 350 140 190 330 △5.8%

率 5.5% 4.7% 5.9% 5.3% －



17.3期業績予想⑥
地域別の売上高・営業利益の状況

日本は、シートは売上増だが、ＨＤＤ向けの売価ダウン・為替差異により増収減益。

アジアはタイ・中国でのシ トの収益改善により 減収ながら増益を見込む

日本は、シートは売上増だが、ＨＤＤ向けの売価ダウン・為替差異により増収減益。

アジアはタイ・中国でのシ トの収益改善により 減収ながら増益を見込むアジアはタイ・中国でのシートの収益改善により、減収ながら増益を見込む。アジアはタイ・中国でのシートの収益改善により、減収ながら増益を見込む。

（単位：億円）

16.3期 17.3期計画
前期比

実績 上期予想 下期予想 通期予想

売上高 3 598 1 805 1 938 3 743 4 0%

日本

売上高 3,598 1,805 1,938 3,743 4.0%

営業利益 216 76 115 191 △11.8%

率 6.0% 4.2% 5.9% 5.1% －

アジア

売上高 1,674 695 757 1,452 △13.3%

営業利益 101 50 58 108 6.4%

率 6 1% 7 2% 7 7% 7 4%率 6.1% 7.2% 7.7% 7.4% －

北米ほか

売上高 1,131 500 515 1,015 △10.3%

営業利益 32 14 17 31 △4.5%

率 2.9% 2.8% 3.3% 3.1% －

合計

売上高 6,405 3,000 3,210 6,210 △3.0%

営業利益 350 140 190 330 △5 8%

252525

合計 営業利益 350 140 190 330 △5.8%

率 5.5% 4.7% 5.9% 5.3% －



17.3期業績予想⑦：セグメント①
懸架ばね 国内・海外での新拠点立上げ

売上高・営業利益率の見通し

（億円）

17.3期での取組み

新拠点 九州 ド ガ（億円） 新拠点(九州・インド・ハンガリー)の
円滑な立上げ

軽量化・低コスト・新技術のグロー
%

14%1,400 売上高 営業利益率（右軸）

軽量化 低 スト 新技術のグ

バル展開

コンパクトラインのさらなる改善
10%

12%

1,000 

1,200 

今後の課題

8%800 

次世代軽量化ばねの開発と拡販

今後の課題

6%600 

グローバル拡販の活発化

革新的な生産技術の確立

グローバル材料調達の推進

4%400 

グロ バル材料調達の推進

0%

2%

0 

200 

26262626

%
10.3期11.3期12.3期13.3期14.3期15.3期16.3期17.3期



17.3期業績予想⑧：セグメント②
シート 新規受注の獲得と合理化の推進

新規受注車種の円滑な立上げ

売上高・営業利益率の見通し 17.3期での取組み

新規受注車種の円滑な立上げ

アジア地区を中心とした海外拠点の

収益改善

（億円）

7%3,500 売上高 営業利益率（右軸）

営業利益率向上へ向けた、合理化

活動の推進と徹底
5%

6%

2 500

3,000 

4%

5%

2,000 

2,500 

完成シートの拡販活動の推進

今後の課題
3%1,500 

新技術・新工法への挑戦と確立
2%1,000 

0%

1%

0

500 

27272727

0%0 
10.3期 11.3期 12.3期 13.3期 14.3期 15.3期 16.3期 17.3期



17.3期業績予想⑨：セグメント③
精密部品 既存事業の体質強化と新規受注の獲得

北米 自動車向 事業 収益性改善

売上高・営業利益率の見通し 17.3期での取組み

（億円） 北米 自動車向け事業の収益性改善

国内精密ばね生産拠点の体制再構築

ＤＤＳ事業における国内・海外拠点

（億円）
12%

1 400

1,600 
売上高 営業利益率（右軸）

ＤＤＳ事業における国内 海外拠点

での最適な生産配分実現

次世代ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝの量産技術の改善

海外生産拠点 歩留ま

10%

1,200 

1,400 

ＤＤＳ海外生産拠点での、歩留まり・

生産性向上への取組み
8%

1,000 

今後の課題

6%

600

800 

HDD業界再編動向の注視と拡販

高付加価値品の更なる拡販と

今後の課題
4%

400 

600 

高付加価値品の更なる拡販と

シェアアップ
2%

200 

28282828

0%0 
10.3期 11.3期 12.3期 13.3期 14.3期 15.3期 16.3期 17.3期



17.3期業績予想⑩：セグメント④
産業機器ほか 各事業の売上拡大

売上高・営業利益率の見通し 17.3期での取組み

6%

800

900 売上高 営業利益率（右軸）
海外市場での拡販の推進

新製品の開発と量産技術の確立

基板事業での車載分野への拡販

（億円）

5%

700 

800 基板事業での車載分野への拡販

競争力強化へむけた原価低減活動

4%

500 

600 

今後の課題
3%

400 各事業の売上拡大

新製品・新用途の開拓

今後の課題

2%

200 

300 
新製品 新用途の開拓

製販一体での製品開発スピードアッ

プ

1%

100 

0%0 
10.3期 11.3期 12.3期 13.3期 14.3期 15.3期 16.3期 17.3期

29292929



17.3期業績予想⑪
設備投資・減価償却費・研究開発費

14 3期 15 3期 16 3期 17 3期

（単位：億円）

14.3期 15.3期 16.3期 17.3期

通期 通期 通期 通期予想

設備投資 国内 125 115 135 181

海外 81 91 138 85

小計 207 206 273 267

非連結 35 39 101非連結 35 39 101

合計 242 313 368

減価償却費 国内 119 118 124 137

海外 90 96 111 100

合計 210 214 235 237

研究開発費 合計 138 157 163 168研究開発費 合計 138 157 163 168

303030
[注]14.3期の非連結の設備投資については、集計していないため記載しておりません。



17.3期業績予想⑫
設備投資・減価償却費・研究開発費

（単位：億円）

14.3期 15.3期 16.3期 17.3期

設備投資 懸架ばね 50 71 102 73設備投資 懸架ばね 50 71 102 73 

前年比 6.0% 41.1% 43.6% △28.7%

シ ー ト 41 48 54 52 

前年比 △43 0% 18 3% 12 5% △4 7%前年比 △43.0% 18.3% 12.5% △4.7%

精密部品 97 70 90 114

前年比 △11.6% △27.8% 29.3% 26.4%

産機ほか 17 16 25 27産機ほか 17 16 25 27

前年比 △28.1% △9.4% 58.6% 6.8%

合計 207 206 273 267

前年比 △18.8% △0.2% 32.5% △2.3%前年比 % % % %

減価償却費 懸架ばね 46 51 59 63 

前年比 10.7% 12.9% 14.2% 7.8%

シ ー ト 49 47 58 52 

前年比 2.5% △3.6% 24.7% △10.8%

精密部品 94 94 94 95 

前年比 △9.8% 0.5% △0.1% 0.7%

産機ほか 20 20 22 25産機ほか 20 20 22 25 

前年比 5.4% △2.5% 11.7% 12.0%

合計 210 214 235 237 

前年比 △1 6% 1 9% 9 9% 0 7%

313131

前年比 △1.6% 1.9% 9.9% 0.7%

研究開発費 138 157 163 168

売上高比率 2.4% 2.6% 2.5% 2.7%



本資料に記載している日本発条㈱の予想、計画は、将来の実績等に関する見通しであり、リスクや不確定な要因を含んでおり
ます。実際の業績は、経済情勢、市場動向、為替の動向等、重要な要素の変動により、見通しとは異なる結果となり得ること
もご承知下さい。
本資料に掲載されている事項は情報提供を目的とするものであり、投資勧誘を目的としているものではありません。
この資料の著作権は日本発条㈱に帰属しております。
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補足資料：海外展開の状況
主要海外拠点

NHKハンガリー NUS NSA
鄭州日発

NSPG

NAT

NHK欧州
日発投資

湖北日発

NAT

NSPA

NHKインター

NSI

NMMI
NACI

NFKｲﾝﾄﾞ

日本発条

ISSA

NSPNHKﾏﾚ ｼｱ
NASCO

NHKﾒｷｼｺ

タイニッパツ
タイ日精工

RNA

NSPNHKﾏﾚｰｼｱ

事業区分

懸架ばね
NFKﾈｼｱ

懸架ばね

シート

精密部品

産業機器ほか産業機器ほか

全製品
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補足資料
よくある質問と回答①

Q:主要カーメーカーへの売上比率は？

よくある質問と回答①

A:16年3月期の実績は下表のとおり。

主要カ メ カ 15 3期 16 3期 メ ト主要カーメーカー 15.3期 16.3期 コメント

日産グループ 17% 18%

トヨタグループ 16% 15%トヨタグループ 16% 15%

富士重グループ 15% 15%

いすゞグループ 6% 6%いすゞグル プ 6% 6%

ホンダグループ 5% 4%

スズキグループ 4% 4%

三菱グループ 2% 2%

マツダグループ 2% 2%

上位3社 48% 48%

その他 52% 52%

353535

※比率は総売上高に対する割合



補足資料
よくある質問と回答②

Q:HDD用サスペンションの拠点別数量は？（暦年ベースと決算ベース)

よくある質問と回答②

A:2015年実績、2016年実績は下表のとおり。

（単位：百万個）

ＣＱ１ ＣＱ２ 上期 ＣＱ３ ＣＱ４ 下期 通期暦年ベース ＣＱ１ ＣＱ２ 上期 ＣＱ３ ＣＱ４ 下期 通期

2015年実績 176 156 332 159 165 323 656

<日本> 77 71 148 63 74 137 285

<中国> 46 42 87 41 44 84 172

暦年 ス

<中国> 46 42 87 41 44 84 172

<タイ> 54 43 97 56 47 102 199

2016年実績 136

<日本> 60

<中国> 37

<タイ> 40

上期 下期 通期決算ベース Ｑ１ Ｑ２ 上期 Ｑ３ Ｑ４ 下期 通期

2015年実績 170 148 318 170 151 321 639

<日本> 71 63 134 74 60 134 268

<中国> 46 42 87 41 44 84 172

決算ベース

<中国> 46 42 87 41 44 84 172

<タイ> 54 43 97 56 47 102 199

2016年実績

<日本>

363636

<日本>

<中国> 37

<タイ> 40



補足資料：よくある質問と回答③
HDD関連の状況

HDD台数(百万台)

ＣＱ１ ＣＱ２ 上期 ＣＱ３ ＣＱ４ 下期 通期

サスペンシ ン総需要(百万個)

2015年実績 125 110 235 119 116 234 470

2016年実績 100

サスペンション総需要(百万個)

ＣＱ１ ＣＱ２ 上期 ＣＱ３ ＣＱ４ 下期 通期

2015年実績 486 436 922 451 463 914 1,836 

サスペンションカウント（個）

2016年実績 401

ＣＱ１ ＣＱ２ 上期 ＣＱ３ ＣＱ４ 下期 通期Ｑ Ｑ 期 Ｑ Ｑ 下期 通期

2015年実績 3.89 3.95 3.92 3.80 4.01 3.90 3.91

2016年実績 3.99

NHK数量(百万個)

ＣＱ１ ＣＱ２ 上期 ＣＱ３ ＣＱ４ 下期 通期

2015年実績 176 156 332 159 165 323 656

NHKシェア(%)

ＣＱ１ ＣＱ２ 上期 ＣＱ３ ＣＱ４ 下期 通期

2015年実績 176 156 332 159 165 323 656

373737[注]HDD台数､サスペンション総需要､サスペンションカウント､シェアは当社推定値。

2015年実績 36.3 35.9 36.0 35.3 35.6 35.4 35.8


